
 

 

 

 

 

 

 

 

・自分がつくった旋律を生かした音楽をつくるために旋律のつなげ方を工夫し、

その特徴を表現できる子 

・友達と協力し試行錯誤しながら、自分たちが意図する音楽をつくろうとする子 
 

 

 

 

①学びをつなげ，深めるための学習過程の工夫 

・比較しながら歌ったり聴いたりする学習で聴き取ったことをもとに，音楽づ

くりの学習を進めていくよう題材を構成し，１時間目から学習につながりを

もたせられるようにした。 

 

・教師や友達の旋律を模倣したり続きを考えたりして即興的に表現することで，

児童がどのような特徴の旋律をつくるか思いや意図をもてるようにする。つ

くった旋律の記録方法を PC への録音にすることで，どのような旋律をつく

ったのか聴いて想起できるようにする。 

 

②論理的思考力を働かせるための教材・教具の活用 

・つくった旋律を記録する手段として，Scratchを活用する。一人ずつScratch

へ録音をすることで，グループの音楽をつくる際，すぐに個人のつくった旋

律を聴くことができる。そして，どのような旋律のつなげ方にするか，プロ

グラムを入れ替えながら試行錯誤できるようにする。 

 

・それぞれの旋律の特徴を Scratch で確認しながら音楽をつくる際，児童がつ

くった旋律の特徴を可視化できるマグネットの短冊を用意し，ホワイトボー

ド上で操作する。視覚や聴覚を使いながら，どのような音楽に構成していく

かについて友達と試行錯誤して，学習内容を深められるようにする。 
 

 

目指す児童像 

 

研究主題に迫る手立て 


